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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 579 0.9 △208 ― △170 ― △145 ―

22年3月期第2四半期 574 15.5 △202 ― △190 ― △128 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △954.54 ―

22年3月期第2四半期 △873.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 2,093 1,879 89.7 12,300.61
22年3月期 2,334 2,031 87.0 13,314.09

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,877百万円 22年3月期  2,031百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00

23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,600 28.3 △185 ― △175 ― △155 ― △1,015.71



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 152,602株 22年3月期  152,602株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 152,602株 22年3月期2Q 146,830株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当社グループは、第12期を初年度とする中期経営計画の各施策に取り組んでおりますが、当連結会計年度は

「JUI (Joyful－楽しい、Useful－便利、Indispensable－無くてはならない)による売上拡大・安定収益モデルの

確立」に向けて事業を推進しております。 

 売上に関しましては、医療分野において東邦薬品株式会社と共同で開発した調剤薬局向け音声認識薬歴作成支援

システムに新機能を追加した新製品「ENIFvoice SP」が当初計画を上回る販売実績で推移いたしました。また、コ

ンシューマ向け製品として、パソコンに向かってしゃべるだけでリアルタイムに文字化できる音声認識ソフト

「AmiVoice® SP」の販売が順調に立ち上がり、さらには当社連結子会社であるAMIVOICE THAI CO.,LTD.（タイ王

国）の売上が当初計画を上回る実績となりました。一方、当初見込んでいた金融・製造分野の受託開発案件の獲得

が計画通りに進まず、これらの結果、全体での売上高は前年同四半期連結累計期間を上回ったものの当初計画には

至りませんでした。 

 損益に関しましては、受注プロジェクトの峻別、プロジェクトの進捗管理の徹底による粗利益率の管理を継続的

に行い、さらに販売費及び一般管理費についても計画以上の水準を達成いたしました。また、持分法適用関連会社

Multimodal Technologies, Inc.（米国）の業績が当初予想を上回った事に加え、貸倒実績率が改善したことによ

る貸倒引当金戻入額を特別利益に計上し、当初計画よりも赤字幅を縮小いたしました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同四半期は売上高 百万円）、営業損

失は 百万円（前年同四半期は営業損失 百万円）、経常損失 百万円（前年同四半期は経常損失 百万

円）、四半期純損失は 百万円（前年同四半期は四半期純損失 百万円）となりました。 

なお当社は、平成22年８月31日に当社取締役、監査役、従業員および当社関係者に対して、有償にて新株予約

権を発行いたしました。本新株予約権は、新株予約権の行使の条件に、当社の第14期乃至第16期の各事業年度に係

る連結損益計算書において一度でも営業利益が計上されることを条件としており、被割当者の意欲および士気向上

等による当社業績の向上という目的を明確にする内容となっております。 

  

音声事業のうち各分野別の状況は、以下のとおりであります。 

①金融・製造分野 

金融・製造分野においては、前期より販売を開始したコールセンタ向け新製品「AmiVoice® Communication 

Suite」を当連結会計年度の戦略商品と位置付け、営業活動を推進いたしました。受託開発案件の獲得が計画通り

に進まなかったものの、売上高は前年同四半期連結累計期間を上回りました。 

  

②モバイル・教育・エンターテイメント分野 

 モバイル分野においては、iPhone向けアプリ「音声認識メールST」（スタンドアロン版）をバージョンアップさ

せたiPad/iPhone4対応バージョンの配信を開始し、ユーザインターフェイスを一新し使い勝手を向上させました。

また、教育分野においては、新たに株式会社ニチイ学館が運営するｅラーニング「まなびネット/Webカレッジ」の

「なりきりトラベル英会話」講座に当社音声認識技術が採用されました。 

  

③医療分野 

 医療分野においては、東邦薬品株式会社と共同で開発した調剤薬局向け音声認識薬歴作成支援システムに新機能

を追加した新製品「ENIFvoice SP」が当初予想を上回る販売実績で推移いたしました。一方、放射線科向けおよび

診療所向け製品については計画を下回りました。 

  

④議事録分野 

 議事録分野においては、当第２四半期連結会計期間に新たに３件（鹿児島県南さつま市議会・岡山県真庭市議

会・広島県江田島市役所）の案件を獲得し、納入実績の累計を65件に伸ばしました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は主に流動資産の減少により、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し

百万円となりました。流動資産は現金及び預金が 百万円、売掛債権が 百万円減少した事等により、

百万円減少し 百万円となりました。固定資産は 百万円増加し 百万円となりました。有形固定資産は前連

結会計年度末とほぼ同額の 百万円となりました。無形固定資産は主にソフトウエアの償却により 百万円減少し

百万円となり、投資その他の資産は 百万円増加し 百万円となりました。  

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は主に買掛債務の減少等により、前連結会計年度末に比べ 百万円減少

し 百万円となりました。流動負債は 百万円減少し 百万円となりました。固定負債は 百万円増加し 百万

円となりました。純資産は四半期純損失 百万円を計上し 百万円となり、自己資本比率は89.7％となりまし

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

579 574
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74 37 446
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213 92 203 3 10

145 1,879



た。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、現時点で平成22年５月14日に公表いたしました通期の業績予想に変更はございませ

ん。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項ありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１.簡便な会計処理 

  棚卸資産の評価方法  

 棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切り下げを行う方法によっております。 

 なお、営業循環過程から外れた滞留又は処分見込み等の棚卸資産で前連結会計年度末において帳簿価額を

処分見込価額まで切り下げているものについては、前連結会計年度以降に著しい変化がないと認められるも

のに限り、前連結会計年度末における貸借対照表価額で計上しております。 

  

２.四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は 千円増加し、税金等調整前四半期純損失

は 千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であり

ます。 

   

「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適

用しております。これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響はありません。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。  

  

２．その他の情報

432

2,632 6,684



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,040,295 1,218,179

受取手形及び売掛金 276,491 351,799

有価証券 150,000 150,000

商品及び製品 9,944 3,918

仕掛品 9,609 43,071

原材料及び貯蔵品 1,219 225

その他 20,484 26,775

貸倒引当金 △2,453 △33,671

流動資産合計 1,505,590 1,760,298

固定資産   

有形固定資産   

建物 67,699 63,244

減価償却累計額 △24,656 △20,716

建物（純額） 43,042 42,528

その他 87,768 83,059

減価償却累計額 △64,321 △59,449

その他（純額） 23,447 23,609

有形固定資産合計 66,489 66,138

無形固定資産   

ソフトウエア 70,917 94,538

リース資産 3,240 4,320

無形固定資産合計 74,157 98,858

投資その他の資産   

投資有価証券 370,164 332,718

敷金及び保証金 74,323 74,345

破産更生債権等 195,150 195,150

その他 2,534 2,258

貸倒引当金 △195,370 △195,370

投資その他の資産合計 446,802 409,102

固定資産合計 587,450 574,098

資産合計 2,093,040 2,334,397



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 36,512 119,559

未払金 37,091 32,366

リース債務 5,555 5,557

未払法人税等 10,005 12,254

前受金 61,943 67,251

仮受金 29,743 30,869

その他 22,749 28,189

流動負債合計 203,601 296,048

固定負債   

リース債務 3,577 6,592

資産除去債務 6,714 －

固定負債合計 10,291 6,592

負債合計 213,893 302,640

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,585,097 4,585,097

資本剰余金 3,577,231 3,577,231

利益剰余金 △6,218,239 △6,072,573

株主資本合計 1,944,089 2,089,755

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 388 △212

為替換算調整勘定 △67,381 △57,786

評価・換算差額等合計 △66,992 △57,998

新株予約権 2,050 －

純資産合計 1,879,147 2,031,756

負債純資産合計 2,093,040 2,334,397



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 574,823 579,768

売上原価 222,228 251,647

売上総利益 352,594 328,120

販売費及び一般管理費 555,060 536,597

営業損失（△） △202,465 △208,477

営業外収益   

受取利息 2,808 6,618

持分法による投資利益 21,101 48,801

雑収入 146 216

営業外収益合計 24,056 55,636

営業外費用   

支払利息 177 314

為替差損 12,230 14,325

支払手数料 － 3,170

その他 － 251

営業外費用合計 12,408 18,060

経常損失（△） △190,816 △170,901

特別利益   

貸倒引当金戻入額 7,008 31,218

債務免除益 58,258 －

特別利益合計 65,267 31,218

特別損失   

固定資産除却損 46 －

投資有価証券評価損 427 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,199

特別損失合計 473 2,199

税金等調整前四半期純損失（△） △126,023 △141,883

法人税、住民税及び事業税 2,274 3,782

法人税等合計 2,274 3,782

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △145,665

四半期純損失（△） △128,298 △145,665



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △126,023 △141,883

減価償却費 52,311 40,825

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,008 △31,218

受取利息及び受取配当金 △2,808 △6,618

支払利息 177 314

持分法による投資損益（△は益） △21,101 △48,801

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,199

固定資産除却損 46 －

債務免除益 △58,258 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 427 －

為替差損益（△は益） 11,828 13,722

売上債権の増減額（△は増加） 67,602 75,308

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,997 26,441

前払費用の増減額（△は増加） 602 △1,215

仕入債務の増減額（△は減少） △2,081 △83,047

未払金の増減額（△は減少） △18,775 1,077

未払費用の増減額（△は減少） △63 4,082

その他 35,609 △12,278

小計 △77,513 △161,090

利息及び配当金の受取額 1,879 9,417

利息の支払額 △177 △314

法人税等の支払額 △4,174 △5,682

法人税等の還付額 1,077 893

営業活動によるキャッシュ・フロー △78,908 △156,775

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △400,000

有価証券の取得による支出 △150,000 －

有価証券の償還による収入 － 100,000

金銭の信託の取得による支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △253 △1,516

無形固定資産の取得による支出 △200 △3,335

投資有価証券の取得による支出 △200,000 －

貸付けによる支出 － △3,000

貸付金の回収による収入 － 3,000

敷金及び保証金の差入による支出 － △0

敷金及び保証金の回収による収入 308 67

その他 △749 △275

投資活動によるキャッシュ・フロー △350,894 △405,060



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

新株予約権の発行による収入 － 1,798

株式の発行による収入 409,236 －

リース債務の返済による支出 △1,754 △2,663

財務活動によるキャッシュ・フロー 407,481 △864

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,860 △15,183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,182 △577,884

現金及び現金同等物の期首残高 1,384,249 1,218,179

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,353,067 640,295



該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループは音声認識技術AmiVoice® （アミボイス）を中心とした音声認識システムのライセンス及び音

声認識システムの利用に係る開発、コンサルティング、サービスの提供を行っており、当該事業以外に事業の

種類がないため該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメント売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。   

  

〔海外売上高〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 当社グループは音声事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。  

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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